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第1章 実践研究
算数障害のある子どもへの数概念の指導











障害」の中の算数能力の特異的障害(Specific disorder of arithmetical skills in Specific 
Developmental Disorder of Scholastic Skill)としてとらえ、「ただ単に一般的な知的障害
あるいは非常に不適切な学校教育だけでは説明できないような算数能力の特異的な障害であ
る。 この障害は、 代数学、 三角法、 幾何学または未積分学のようなより抽象的な数学的能力
よりは、 むしろ加減乗除のような基本的な計算能力の習得に現れる」と説明している。
またDSM-5(APA, 2013)では、 算数に障害のある特異的学習障害(Specific Learning 
Disorder with impairment in mathematics)と定義し、 限局性学習障害の下位分類とされ
ている。 具体的な算数障害の内容としては、 ①数感覚(number sense) : 計算の基礎となる
数概念につながる生得的能力、 数概念 ②数的事実(memorization of arithmetic fact) :
賠算の計算に必要な能力、 ③計算の正確性、 流暢性(accurate or fluent calculation) : 筆





一方、 文部科学省の教育的定義（文部科学省、 1999)では、 知的発達に遅れはないが、
計算する・ 推論する能力の習得と使用において著しい 困難を示す状態とされ、 DSM-5の定
義のうち、 数感覚、 計算 能力、 数学的推論を含むと解釈できる。
以上の医学的定義、 教育的定義及び成人の計算障害に関する神経心理学的・認知心理学的
研究らを概観した熊谷と山本(2016)は子どもの算数障害を 4つに 下位分類し、 算数にお
ける困難は、 各段階に起こり うることを指摘した（表1)。 本研究では、 算数障害の内容と
してこの4つの分類を参考とした 。
表l 算数障害の下位分類（熊谷、 2013年より引用）




① 数処理の問題は、 数詞・数字 ・具体物の対応関係（図1)を知ることで、 数字の読み
書きができたり、 数の大小を比較し、 対応させたりする能力への問題である。 ② 数概念の
間題は、 数処理のよ うに単なる対応関係が 分かるだけではなく、 数には順番を表す序数性と
量を表す基数性があることを理解する段階の問題である。 ③ 計算の問題は、 賠算と筆算に
分けられる。 加減算で和が20 までの計算や乗除算で九九までの計算である賠算ではDSM-5
で示す数的事実の問題がかかわる。 また、 筆篤では、 繰り上がり繰り 下がりなどの手続き的
な 能力も必要となる。 ④ 数的推論は、 文章題を解くための過程であり、 変換（文章を 読み
理解する過程）、 統合（ 問題表象を形成する過程）、 プラニング（立式） などの能力が必要と
なる。
＼ 
図 l 数処理 能力
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にあると考えられる。 例えば、 計算は、 その手続きさえ踏まえれば、 概念的に理解できなく
ても答えを導くことができる。 そのため、 数概念の理解段階に困難があっても、 学校で現在
学習して単元の計算問題はできる例も多く、 学習困難に指導者が気付きにくい。
しかし、 数概念は算数の最も基礎となる能力であり、 その段階でつまずきが生じると、 そ
の後の学習に深刻な影響を与える（佐藤， 1 9 95)。 数概念が獲得されてないと、 計算の手続




















た。 各指標の合成得点は、 言語理解(VCI)が1 15、 知覚推理(PRI)が76、 ワ ー キ
-5-
ングメモリ ー(WMI)が85、 処理速度(PSI)が110であった。 全般的 な知的 発達







言語理解指標 知覚推理指標 ワ ー キングメモリ ー指標 処理速度指標
VCI 115 PRI 76 WMI 85 PSI 110 
各下位検査
類似：15 積木模様：8 数唱：7 符号：15 
単語：10 絵の概念：7 語音整列：8 記号探し：9 
評価点(SS)
理解：13 行列推理：4 （算数：4) （絵の抹消：8) 
7歳10ヶ月時に行ったフロスティッグ視知覚発達検査(DTVP) では、 知覚指数は
86であった。 下位検査別では、 運動能力を評価する 「視覚と運動の協応」で10、 図
形を弁別したり、 隠さ れた図形を見いだしたりする 「 図形と素地」で8、 図の大きさ
や位置、 濃淡が異なっている ものから同じ図形を認知する 「形の恒常性」で11 、 似
ているが異なる 図の中から的確な図を見つけ出す 「空間における 位置」で10、 ある











センタイル域にとどまっていた。 領域別では、「数と計算」 、「量と測定」 、「図形」 、「数
量関係」 の領域がそれぞれ37.0%, 4 6.2%, 75.0%, 75.0%の正答率を示した。 誤りの
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l段階では、 数量の違いに気づくことを目標とし、 大きさが異なる容器を用いて、 ど
の容器の水が一番多いのか、 どれくらい多いのかを予想させた。






色水を提示さ れた際に ， 「実験が始ま る 」と嬉しそう
にしてい る。
「10のコップをいっぱいにするには，1の 「5杯」と答え途中で違うことに気づき，回数を数え





「100杯くらい か な ？」1杯目は10のコップを1杯分














指導の結果を 「数概念の発達」と 「対象児の困り感の変化」という2点から検討した。 ま
ず、 対象児の困り感の変化について述べる。 本児は算数の学習に関する苦手意識が強く、 数
字を扱う学習になると、 チック症状とみられる咳が出ることが多かった。 しかし、 水を用い
た本学習においては、自ら水の操作を実験と言い、毎回指導のスケジュ ー ルを確認する際に、
今日は実験があるのかを聞くなど、 意欲的な学習態度を示した。 また、 咳が出るなどの症状
も見られなくなった。




例えば、 0-10を表す数直線の上で1の位置を示す場合、 1はこれくらいと見当をつけ、 数
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そこで、 連続量としての数の概念（相対的大きさ）を教えるため、 水の操作を行い、 それを
グラフで示すことで連続量から分離量へ分解を図った。 その結果、 指導前に比べて数概念の
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